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会 議 報 告

ステラレータ /ヘリオトロン研究戦略国際ワーク
ショップ報告

松 岡 啓 介

　標記の国際会議が、2015 年３月４～６日の３日
間、名古屋市の名古屋ダイヤビルディング２号館に
おいて開催されました。会議の目的は、世界のヘリ
カル研究を進める研究機関の代表者が一堂に会し、
ヘリカル系の研究をヘリカル型原型炉までどのよ
うに進めればよいかを議論することです。会議は、
研究力強化戦略室（室長：金子修・核融合科学研
究所副所長）によって企画されました。ヘリカル
系のコミュニティでは、これまで
このような会議は開催されたこと
はなく、ヘリカル型核融合炉実現
に向けた核融合科学研究所の意気
込みを感じていただければと思い
ます。今回は、研究戦略の方向性
を自由に議論することを主たる目
的としましたので、参加者は約 30
名とコンパクトな会議でした。外
国からは、マックス・プランク・プラズマ物理研
究所（ドイツ）２名、エネルギー環境科学技術セ
ンター（CIEMAT）（スペイン）１名、プリンスト
ン・プラズマ物理研究所（アメリカ）２名、オー
ストラリア国立大学１名、クルチャトフ研究所（ロ
シア）１名、ハリコフ物理工学研究所（ウクライナ）
１名、国内からは、京都大学エネルギー理工学研
究所２名、慶応大学１名の参加をお願いしました。
核融合科学研究所からは 20 名が参加しました。

　会議では、「１. 各国における核融合研究の戦略」、
「２. ヘリカル系研究の現状と近未来計画」、「３. ヘ
リカル炉設計の現状」、「４.ITER 時代におけるヘリ
カル系研究の戦略」、「５. ヘリカル型原型炉への行
程」、「６. 国際共同研究の現状」、「７. まとめ」の
７項目について３日間にわたって順次議論が行わ
れました。世界の核融合開発戦略の潮流は、国際熱
核融合実験炉（ITER）の後にトカマク原型炉を建

設するという構想になっています。
しかしながら、ITER の検討・建設
が進む中で、ヘリカル系の利点で
ある定常運転が可能でプラズマの
安定性が高いことがクローズアッ
プされてきており、核融合開発戦
略の中でヘリカル系の位置づけを
明確にする必要があります。会議
では、核燃焼を行う ITER の成功

が必須であり、そのための協力を積極的に行う必要
があるという認識が示される一方、ITER から得ら
れる核燃焼に関する物理と工学の知見がヘリカル
系にそのまま適用できるかどうかについては議論
になりました。会議では、今後更にヘリカル方式
の特長を進展させる研究の継続が必須であり、そ
のためには共通研究テーマを各機関で行う等の国
際連携を強化することが重要であることを確認し、
閉幕としました。
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